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あけましておめでとうございます。今年も地域研フォーラムに玉稿をお寄せくだ

さい。特別研究員の皆様は約140人ですが、私の知らない人が半数以上。毎月10人

の方をご紹介しても1年以上かかります。毎回10人の方にメールを差し上げ、寄稿

をお願いしていますが、ご返事があったのは1割。私はいつも前書きを担当し、呼

び水の役割を果たそうとしています。今回は12月25日、台湾の台中で経験したスピ

リチュアル・ミュージックについて。

100人ほど入ったホール。全員に小さなカップが配られました。中にはろうそく

の火がちらついています。会場が暗くなりチベット衣装の女性が登場。細く透き通

るような歌が始まりました。アカペラで歌われたのは「演唱前祈願」。ヒマラヤの

山々を縫って飛ぶ鳥を思い浮かべました。風に逆らわず、わずかな力を使って高峰

を越えてゆく渡り鳥。古来からの呼吸法のようにどこまでも続く呼気。か細い歌声

が暖かく染み透ってゆきます。

台中市の市街にあるカフェ。道路から大きな飛び石伝いに上がってゆくガラス張

りの店です。その中で行われたチベット難民による音楽会でした。Kelsang Chukie

Tethang（葛紗雀吉）さんは初の台湾訪問だそうです。祖父がダライラマと共にラ

サからヒマラヤ越えでインドに亡命。ダルエスサラームに集まったチベット難民の

中で育ちました。夫はダライラマの秘書。インド在住の彼女は自由に国外に出られ

るわけではなさそうです。今回の台湾訪問も同行予定の二人が政治的問題で中止に

なったとのこと。中国青海省から来たチベット族の男性が弦と笛を担当していまし

た。故郷チベットはヒマラヤの向こう、帰ることはかないません。その思いを歌に

のせて伝える、いや歌が祈りそのものになっていました。供酒歌というタイトルの

歌は、女性が歌い、男性が盃を数名に渡し、酒を注いで回ります。私も選ばれて、

盃を空けました。3月にブータンで飲んだ地酒アラに似た味でした。
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突然、蛇のように動きながら女性が現れました。バリの舞踊にも似た手の動き、

前衛舞踊のような自由でリズミカルな身体のうねり。よく見ると胸は薄く少しのふ

くらみもありません。髪型も化粧も全て野性的な女性といった装いでしたが、男性

の踊り手でした。オンマニペメホン、オンマニペメホンと聞こえる真言のリフレイ

ンにのせて両手を上げ、ゆっくりと回転しながら進んで行きます。ちょうど千手観

音が現前したようでした。

コンサートの後はCDの販売やサイン会。それが終わってもなお観客の半分が残っ

ています。会場が静まると再びチベットの歌姫が登場。観客全員が合掌し、正式の

お祈りが行われました。案内の小冊子には「蓮師息滅病崇祈請文」とあります。お

祈りが続いている間に、飾り紐が全員の手に載せられました。ダライラマから頂い

てきたものだそうです。

仏教を迷信と笑わば笑え。観客は台湾を代表する建築家や芸術家もいました。チ

ベット仏教の歌と祈りは深い精神性を感じさせます。今年は古代の叡智を忘れず、

健康に留意して過ごそうと思います。皆様も時には心の静謐を！

2011年1月

沖縄大学地域研究所

所長 緒方 修



明けまして おめでとうございます。

旧年中は、お世話になり、有り難うございました。皆様には、お健やかに新春を

お迎えのこととお慶び申し上げます。

過ぎ去りし2010年は、グローバリズムの経済を身近に感じる1年であったと思い

ます。中国は、尖閣列島を自国領と主張するだけでなくアクションを起しました。

一方、国の施策は米軍基地を沖縄へ据え置くための基地関連予算投入と、県民の

就業改善が進まない経済振興策を続けています。反面、軍用地は投機対象化され、

振興策の成果であるゴルフ場や高級マンション、ホテルなどの観光用不動産はヤマ

ト魂を失った日本の投機ファンドを経て多国籍ファンドへ、そして行き着く先が中

国ファンドであることを身近に見聞しました。それは、国土防衛の名の下に米軍基

地機能の拡大維持に注ぎ込まれる膨大な国民の予算と防衛省の存立命題が無意味に

なるような気がします。それは、グローバル経済化の中で国土が多国籍ファンドに

手渡されることで国土防衛という命題が消えるからです。そのうちに、嘉手納基地

が外国ファンドに買い取られて、第三国の軍用機が使用する基地になるかも知れま

せん。グローバル資本主義は、多国間競争をこのように調和するのかもしれません。

このような状況で、沖縄の農業は、日々縮小し、農地に張り付いて生きる農民

（＝国民）が脱落しています。その一方で、農外の資本は農業・農地の解放と自由

化（TPP推進など）を求めています。これは、国土が国民の国土でなくなる行程

（筋道）にあるということです。本来、農は国の基〈根〉です。国土と農業は、国

民国家の独立と食糧自給を成り立たせる基礎です。それは、国民である地域農民が

農業主体であるときに成り立ちます。ハワイの先住民やアメリカの先住民は、外来

の資本〈家〉に疎外されて国の主人公になりえなかったために国土と農業の主体に

なれなかったといえます。だから、私は沖縄が第2のハワイになることに反対しま

す。

少なくとも本土や中・南琉球の農業は、歴史的に土地領有を伴う集落共同体を基

礎に営まれてきました。それは、現在のグローバル化した世界経済の下でも、なお、

活きています。いま、日本は国民国家の基礎である国民とその基盤である農業が衰

退へ進んでいます。それは、人口の減少と国土の荒廃、加えて国土の切り売りが始

まっているからです。

元来、農業は集落共同体（ムラ）に活きる農民が主人公の組織的な経営体へ発展

する能力と条件を有しています。例えば、それは高齢リタイヤー農業者が地域で安

心して生活できる仕組みを築く可能性をもっているということです。また、高齢者

や他出者は農地を集落共同体の利用に供することで老後の居住と生活を保障できる

仕組みを農地政策や社会政策によってつくるべきだと思います。そのために、農業
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生産は、生産性の低い単一作型の農耕方式でなく、生産性の高い複合型の高度な農

耕方式への転換が必要です。それは、バランスの取れた食料の自給力を構築すると

共に、経営の自立的発展の道筋でもあるといえます。また、生産性の高い高度な複

合型の農業は、専門的な農業技術者や多様な労働力を必要とし、それを受け入れる

条件が構築できるといえます。永い時間をかけて祖先が築いてきた集落農業を新た

な段階に進めることが、循環型の自然環境と社会環境を築くことになると考えます。

沖縄県、そして我が国は、国土そして農地の政策を国民・農民の生活に根ざした

施策へ進めることが必要だと思います。

私ごとですが、2010年は2009年に印刷発行した「沖縄の農業と糖業」に「写真：

サトウキビ間作圃場」と「補論：農耕文化基本複合と文明、そして琉球弧の農耕文

化」を追加し、増刷しました。2011年は、沖縄の農業・農民の発展を求めて、琉球

弧の農耕文化の独自性をさらに探求したいと思います。

また、具体的には、バイオマス資源の循環的な利用を実現するBTL技術の導入実

現や沖縄型の製糖技術の確立、循環型の有機農業と畜産の実現に関わって参ります。

新しい2011年が皆様の輝ける新年となりますことを、心より祈念いたします。

2011年元旦
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****************************************************************

12月の活動報告

2日（木）離島研究・実践促進プロジェクト中間報告会 《第三回》

3日（金）高大GP担当者会議

5日（土）～8（水）久米島・渡嘉敷島出張 《烽火ネットワーク実施》

14日（火）～16（木）石垣出張 《離島カタリ場実施》

20日（月）遠隔講義システム設置 《石垣》

28日（火）遠隔講義システム設置 《沖大》

****************************************************************

離島カタリ場in八重山高校の報告

12/15（水）石垣島の八重山高校にて、“離島カタリ場”を実施しました。

〈出張行程〉

12/14（火）広報担当石垣入り

・大学生がお世話になる民宿ふがらっさに挨拶

・マスコミまわりをして取材依頼

・八重山高校へ行き、挨拶、生徒へ企画呼びかけ

12/15（水）大学生メンバー石垣入り

・八重山高校の朝の職員会議に参加、先生方へ挨拶

・石垣市商工会に挨拶、移動用の車を借りる

・16：30～18：30企画本番

12/16（木）帰沖

✤得たものは計り知れず…

今回の企画を通して、様々な収穫がありました。

大学生は、企画立案から進行・広報・高校とのやり取りなど、実際に自分達

が動くことで様々なことを学んだようです。大学生の対応をしてくださった、

高校の先生やマスコミの方々に心から感謝します。

高校生の皆さんも企画を楽しんでもらえたようで、あのいきいきした顔は今

でも忘れられません。現在もブログやメールを通して大学生と繋がっているよ

うで、嬉しい限りです。

✤本当に大事なのは、これから。

この企画をどう今後につなげるかが、一番重要な視点だと思っています。大

学生は、この企画で得たものをどう自分の人生や大学生活に活かすか。そして、

離島とどう向き合うか。

離島には、様々な団体や企業が講演会や行事をやるために訪れます。その時

美ら島南西諸島高大連携プログラム 1月



島の人が思うのは、“次があるかどうか”です。単発的な盛り上げではなく、

継続的に島と関わり、島を想い、島と関わる人達…。本当の離島活性化のため

には、そのような島とのパイプが必要です。

✤最後に

八重山高校生の皆さん。突然おじゃましましたが、明るい笑顔で迎えてくれ

て、たくさん島のことも教えてくれて、ありがとう！みーふぁいゆー！

八重山高校の先生方。大学生の自発性を重視し、サポートしてくださりあり

がとうございました。

この感謝の気持ちを、石垣島の今後のために形にして繋げていきたいです。

石垣のマスコミ関係者様。議会などで

お忙しい中、大学生ともやり取りし、取

材に来てくださりありがとうございまし

た。

大学生のために細かいところまで気を

配ってくださった民宿のオーナー、移動

手段を確保してくださった商工会の方、

夜遅くまで大学生と向き合い話してくだ

さった地元の方、皆様本当にありがとう

ございました。

橋口 望美<高大連携GP担当>
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烽火ネットワーク

当日の作業風景です（渡嘉敷島）。

撮影：下地 克人<高大連携GP担当>
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